
令和６年度 学校教育目標 吉田小学校  

１ 学校経営方針   地域と共に小中一貫教育を推進する 

２ 学校教育目標 

かしこく やさしく たくましい 吉田っ子の育成 

～ 地域と共に、９カ年の学びのなかで～ 

 

３ 学校経営のビジョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 学校教育の重点目標 

 （１）確かな学力の育成「かしこさ」 

〇基礎基本の学力を習得させる学習指導 〇児童が熱中して学び合う授業づくり 

 （２）豊かな心の育成「やさしさ」 

   〇道徳教育及び人権・同和教育の充実  〇いじめの未然防止と早期対応 

 （３）たくましい心身の育成「たくましさ」 

   〇健康の増進と体力の向上       〇志を高める教育活動の実践（自主・自立） 

 （４）小中一貫教育並びに地域と共にある学校づくりの推進 

   〇９ヶ年間の学びの連続を意識した中学校との一貫教育の充実 

   〇郷土愛を育む「吉田学」の推進 

 （５）働き方改革の推進 

   〇業務の効率化を推進し、児童とより長く関わる時間を確保 

めざす学校像 

◎個の学びを保証する学校 

◎安心で安全な学校 

◎郷土愛を育む学校 

めざす児童像 

◎粘り強く協力して学ぶ姿 

◎多様性を受容する姿 

◎心身ともにたくましい姿 

◎故郷に誇りや夢を持つ姿 

めざす教師像 

◎指導力を高め合う姿 

◎協働力のある姿 

◎地域と学ぶ姿 

9か年間の学び 

全校スローガン 

活き生き４名人になろう 

◎やる気いっぱい 

「聞き方・話し方・書き方名人」 

◎笑顔いっぱい 

「あいさつ名人」 

◎元気いっぱい 

「遊び名人」 

◎優しさいっぱい 

「ありがとう名人」 

「家庭」でしつけ、「学校」で学び、「地域」で育つ教育的風土の醸成 



 

令和５年度 重点目標の具体的取組                 吉田小学校 

●確かな学力の育成（ かしこい子プロジェクト ） 

①基礎基本の学力を習得さ 

せる学習指導 

・ 「学力向上対策評価シートマイプラン」や「授業づくりチェックシート」 

を活用した指導と評価の一体化 

・ 個に最適化させた学び方と時間配分、教材化 

・ タブレット端末の有効活用 

②児童が熱中して学び合う 

授業づくり 

・ 「吉田メソッド」の更新及び実践 

・ 「主体的・対話的で深い学び」を引き出す単元構成の工夫 

・ 「書く活動」を取り入れた思考力・表現力の育成 

●豊かな心の育成（ やさしい子プロジェクト ） 

③ 思いやりの心を育む 

心の教育の推進 

・ 特別の教科道徳や人権学習、ボランティア活動の充実 

・ 「ありがとう」の励行と思いやりのある言葉遣い 

・ 価値ある体験活動や「エンカウンターの日」の実施 

⑤ いじめの未然防止と 

早期発見 

・ 「なかよし宣言」の具体化 

・ 支持的風土のある学級及び学校づくり 

・ 日頃の観察やアンケート調査（毎月）による早期発見と組織的対応 

●たくましい心身の育成（ たくましい子プロジェクト ） 

⑥ 健康の増進と体力の向

上 

・ 感染症予防対策の徹底 

・ 「スポーツチャレンジ」や「みんなで遊ぶ日」の設定、遊具の整備        

⑦ 志を高める教育活動の

推進（自主・自立） 

・ 夢やあこがれ、目標を持ち、ねばり強く取り組む活動の場の設定 

・ 児童一人ひとりの「出番」「役割」「承認」の場づくりの設定 

・ 特別支援教育の充実 

●小中一貫教育並びに地域と共にある学校づくりの推進 

⑧ ９ヶ年間の学びの連続

を意識した中学校との

一貫教育の充実 

・ 小中教員の「乗り入れ授業」の促進 

・ ４・３・２ブロック制の教育的意義や効果を更新 

・ 小中が一つの学校として研究授業や校内研究に取り組む 

⑨ 郷土愛を育む「吉田学」

の推進  

・ 「吉田おうえんたい」との一体感のある協働的活動 

・ ＳＤＧｓの視点でつなぐ学びの充実 

●働き方改革の推進 

⑩ 業務の効率化を推進し、

児童とより長く関わる

時間を確保 

・ 行事内容の精選及び時間の効率化 

・ 共有化、共通化による効率の向上。特にＩＣＴの利活用 

・ 職員相互の日常的「助け合い」「教え合い」風土の継承 

 


